
災害時保健医療活動⽀援機能(H-CRISIS Assistant)の使⽤⽅法

• 国⽴保健医療科学院が提供する健康危機管理情報⽀援機能(H-CRISIS)の1つを構成する機能。
• 特に災害時の情報を収集・分析・共有し、迅速かつ適切な災害時保健医療活動の⽀援を⽬的とする。

はじめに : 災害時保健医療活動⽀援機能(以下H-CRISIS Assistant)とは

♦�災害時には、以下の6つの災害情報を平⾯地図上に⼀元的に表⽰、保健医療活動を⽀援します
。

被災地の職員等が被災状況を直接⼊⼒・送信

1. 保健所情報
2. 避難所情報

3. 医療機関情報
4. 震度情報（被害予測）
5. 道路啓開情報
6. ドクターヘリ情報

各システムから
⾃動取得

ほぼリアルタイムに6つの被災情報を地図上に反映被災側 : 地図をクリックし、被災状況を⼊⼒す
ることで、必要な⽀援を要請できます。
⽀援側 : ⼊⼒された被災状況や⽀援要請状況を
同様に地図上で確認できます。

SIP,EMIS等のシステムから道路や病院等の災害
情報等を⾃動的に取得、地図上で公開します。 管轄や組織を越えた⽀援体制を構築

本機能の⼀部は、総合科学技術・イノベーション会議のSIP（戦略的イノベーション創造プログラム）「レジリエントな防災・減災機能の強化」
（管理法⼈：東京⼯業⼤学）の研究成果を受けている。

H-CRISIS : Health Crisis and Risk Information Supporting Internet System

携帯端末にも対応
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